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役職 氏  名 学級担任等 担当教科 

校長 平井 秀昭   

教頭 加藤 俊明   

教諭 岡崎 利美 １年１組 保健体育 

教諭 鈴木 悠平 しおかぜ１組 特別支援 

教諭 本庄 昌宏 しおかぜ２組 特別支援 

教諭 堀内美津子 １年副担 数学・家庭 

教諭 山本 彩華 しおかぜ副担 家庭 

教諭 池田 美佳 ２年１組 音楽 

教諭 亀井 雄太 ２年２組 数学 

教諭 野田 恭吾 しおかぜ３組  

教諭 井上 拓也 ２年副担 理科 

教諭 上嶋 秀俊 ３年１組 美術・技術 

教諭 髙田 裕也 ３年２組 国語 

教諭 播磨 香織 ３年副担 英語 

教諭 鈴木美智恵 ３年副担 社会 

養教 山田 紀子 養護教諭 

事務 内海 洋子 事務職員 

用務 岩部  学 用務員 

配膳 吉川 章子 配膳員 

カウンセラー 嶋崎 玲子 スクールカウンセラー 

 

銭函中通信 
小樽市立銭函中学校 
小樽市見晴町２番１２号 
ホームページ公開中 

教育目標  （平成２年４月改訂） 

・よく考え 自ら進んで学ぶ生徒 

・豊かな心を持ち みんなを大切にする生徒 

・目標をもって努力し やりぬく生徒 

・心と体をきたえ 健康の増進にはげむ生徒 

８７名が本校を巣立ちました    校長  山﨑 徹也 

 

 ３月１５日（火）、本校体育館において第７５回卒業証

書授与式を挙行し８７名が本校を巣立ちました。 

昨年に引き続き、卒業生とその保護者１名、在校生代

表、関係生徒、教職員のみが参加の式となりました。 

この式において、大切にしたかったこと。それは、「在

校生からのお祝いの言葉」と「卒業生のからの言葉」の

実施です。 

「卒業生からの言葉（卒業生代表 Ａさん）」の一文を

ご紹介します。 

  

  そして、３年間ともに過ごした３年生の皆さん。 

この３年間、色々なことがありましたね。今までは 

喜びも悲しみも全て共にしてきたのに、明日からは 

それぞれの道へ進んでいく。嬉しくもあり、寂しく 

もあります。けれども、たとえ離れてしまっても今 

まで築いてきた絆がとぎれることはないでしょう。 

～（中略）～ 

これから私たちはそれぞれの進路に向かって一 

歩一歩自分の足で歩いて行きます。今後、私たちの 

前にはいくつもの壁がたちふさがるでしょう。けれ 

どもそんな時はこの銭函中学校で得た多くの思い出、 

学び、誇りを糧とし、乗り越えていきましょう。 

 

多くの人が、中学生時代に人生初めて自分の進むべき

道を選択し決断することとなるでしょう。他人が選んだり、

準備してくれたりしたレールは、この先、ないのです。 

進むべき道を探すことは、何も中学３年生になってか

らするものではありません。探し方が分からないのなら

教えてもらえば良い。学校は探し方は教えます。ただし、

あなた一人の進路を学校が準備することはありません。

学校は、子供たちの人生を決めることはないのです。 

進路を学校が準備することはありません。学校は、子供た

ちの人生を決めることはないのです。 

学校は、社会の縮図だと思います。 

皆、育ってきた環境が違います。よって考え方や価値観

が違います。だからといって自分の考えのみを通すことは

できません。よりよく社会を維持するためにルールが作ら

れ、そのルールの下、人は生活をします。 

人は一人では生きていけません。ですから、他人を思い

やることや、立場をわきまえた行動や発言が求められま

す。何事も自分中心ではいけないのです。 

他人の部屋に入る際にはノックをする、集合時間が決め

られている際には時間より早めに到着するといった基本か

ら、時と場に応じた話し方をする、目上の人と話をする際は

立って話すなどの所作、人を育てる、社会に貢献するなど

の意識等、社会人にとって求められることはたくさんありま

す。これらは、社会を維持するためのルールから生まれた

ものの一部です。 

卒業生たちは、卒業式を迎えるにあたり、礼法や卒業証

書の受け方、座席の座る姿勢まで事前に指導を受けてい

ます。中学校の最後に大切な学びを受けました。 

Ａさんの挨拶の中に出てくる「学び」「誇り」はそういうこ

とだと思います。そしてそこで育まれたものが「絆」なのだ

と思います。 

卒業生からのメッセージ、しっかり受け止めたいですね。 

 

 
春休みの生活について 

 
短い休みではありますが、以下の点についてご家庭でのご指導のほど、よろしくお願いします。                        
①時間を意識した生活 
  ４月からの登校に備え、登校時と同じ起床時間、就寝時間で。食事の時間も同様に。  
②適切なスマートフォン、インターネットの使用 

使用は２時間以内で２２時以降は使用しない、個人情報を流布しないなど、適切な使用をするように。 
 ③交通安全 

融雪に伴い自動車の速度が上がることが懸念されます。急な飛び出し等しないよう。また、狭い道では横一列に
歩いて、車の走行の妨げとならないように。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

4月6日（水）の日程について 
                  

 （在校生） 

  8時30分  登校：玄関で新学級を確認してください。 

  9時～       着任式、始業式、学活 

  11時40分頃 下校：給食はありません 

  ＊入学式への参加は代表生徒のみとなります。 

 （新入生） 

  12時4５分～13時15分 登校 

   ＊準備の都合上、早く来すぎないでください。 

   ＊玄関で所属学級を確認し、受付をしてください。 

  13時25分 新入生入場開始 

  13時30分 入学式 （14：00頃終了予定） 

  14時～   学活 

  15時頃   下校 

  ★新入生保護者の皆様へ 

   ・１３：２０までに受付を済ませてください。 

   ・各家庭の参列者は1名までとします。なお、当日、

検温を実施します。同居する家族を含め、風邪症状

がある場合、参加はご遠慮していただきます。 

    （健康観察表を受付に提出してください。）  

・ 自家用車でのご案内ご来場はご遠慮ください。 

（駐車スペースはありません。） 

<その他＞  

 ・ご来賓の方の入学式への参列はご遠慮いただきます。 

 ・在校生、新入生ともに教科書を入れる大きなカバンを 

持ってきてください。 

 ・持ち物には必ず名前を書いてください（例年、他の人の

ものを間違えて持ち帰る事案が発生しております）。 

 ・4月7日から給食があります。 
 
＊３月2３日段階の予定です。今後の感染症拡大の状況に 

よって変更することもありますので、予めご了承ください。 

 

お世話になりました 

春の異動で６名の教職員が本校を去ることにな

りました。保護者・地域の皆様には大変お世話にな

りました。 

ありがとうございました。 

山﨑 徹也 校長：北広島市立緑陽中学校へ 

礒野 康昭 教諭：長橋中学校へ 

手代木雅彦教諭：松ヶ枝中学校へ 

髙橋 敦子 教諭：朝里中学校へ 

内海 裕二 事務職員：退職 

（向陽中学校で再任用） 

須田こずえ 事務補：退職 

上野 祐一 冬季用務員：任期終了 

 

頑張る銭中生   ※敬称略  

●第 66 回全日本学生美術展覧会  

佳作  Ｂ  （２Ｂ）  

●日本実用英語検定  

（準 2 級）Ｃ（２Ｂ） Ｄ（３Ａ）   （3 級）Ｅ（１Ｂ） Ｆ（２Ｂ） 

 （4 級）Ｇ（１Ａ） Ｈ（２Ａ） Ｉ（２Ａ） Ｊ（２Ａ） 

 

 

次年度の部活動について          
  

来年度、本校では学級の減少にともない、教職員の数が 3 名

減少することが確定しております。そのため、現行の部活動の維

持が大変難しい状況となっております。また、部活動指導の時間

が教職員の時間外勤務の増加の 

大きな原因となっていることも問題視されております。 

そのため、今度、本校の「部活動ガイドライン」に照らし合わ

せ、部員数が少ない部活動や競技の構成人数に満たない部活

動から、順次統廃合を進めていくことを検討しています。 

先月号でも紹介しましたが、スポーツ庁では、今後、部活動指

導は地域ぐるみで行う方向を目指しています。 

ご理解のほどよろしくお願いいたします 

感動的な卒業式 

 

３ 

↑ 変更の可能性もあります 


